
隆一廠

l
v
シ
ラ
ヤ
マ
キ
白
山
担
。

リ
ュ
ウ
ザ
ン
隆
山

河
北
郡
北
中
係
長
宗
原
板

木
前
寺
山
静
態
の
弟
で
、
談
義
に
長
じ
、旋
司
に
進
み
、

加
賀
法
論
の
際
は
お
頼
み
方
に
臨
し
た
。
文
政
十
一一

年
九
』
四
日
寂
。

リ
ュ
ウ
ザ
ン
ジ

能
山
寺

臥
烹
惚
穴
水
な
る
大

町
の
内
の
小
字
。

リ
ュ
ウ
ジ
マ

能

島

臥

豆
油
の
海
上
に
在
る
七

つ
貼
巾
の
一
つ
。
卒
保
の
お
上
に
、『
り
う
品
、
お
さ

十
七
問
種
、
長
さ
十
五
関
税
、
幅
七
十
六
閉
山明
。
此

島
之
内
よ
も
ぎ

・か
宇
佐
巾
候
。
か
り
ま
た
ぬ
よ
り

お
上
一
町
襲
。
』
と
あ
る
。

リ
ュ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ

龍
昌
寺

金
部
襲
五
十
人
間

に
在
っ
て
、
五
窓
山
と
蹴
し
、
町
洞
宗
に
図
す
る
。

初
め
小
松
八
日
市
町
に
建
立
し
、
丹
羽
長
霊
の
苔
箆

リ
ュ
ウ
コ
ツ
シ
ヤ

龍
骨
車

問
地
に
揚
水
す
る

伐
に
則
ひ
る
撚
H
H
o

大
戦
叫
ん
寸
務
で
は
、
天
和
ご
年
初

め
て
之
を
大
坂
か
ら
取
得
せ
、
今
井
儀
左
衛
門

・
東

野
敵
兵
衛
二
入
札
町
し
て
之
常
試
み
し
め
た
と
の
毘
録

が
あ
る
。

リ
ュ
ウ
ゴ
ン

六
年
八
且
十
日
乙
酉
白
州
制
谷
寺
疋
診
脳
燭
去
十
挺

御
返
郁
。』
と
見
え
る
。
こ
の
剛
山
谷
寺
は
、
自
永
誌
に

能
業
部
認
諮
領
の
内
に
部
庇
寺
が
あ
っ
た
と
記

k

そ
れ
を
三
州
名
以
芯
に
り
ゃ
う
こ
〈
守
に
作
っ
て
あ

る
の
を
引
い
て
、
そ
れ
で
あ
ら
う
と
加
賀
芯
徴
に
は

論
じ
て
あ
る
。

リ
ュ
ウ
ゴ
ジ

都

議
寺
刑
制
昨
部
副
間
見
に
在
っ
て
、

山
田
制
宗
に
屈
す
る

o
m永
二
年
貝
林
佑
籍
こ
れ
を
創

建
し
、
そ
の
防
白
崎
県
努
そ
関
山
と
仰
い
だ
も
の
。

能
官
名
跡
芯
に
、『
泊
施
寺
と
て
洞
宗
あ
り

0
7百一桜

誌
の
木
品
開
安
置
也
。
叉
境
内
に

飽
純
水
と
て
冷
水

あ
り
。
此
水
に
て
作
れ
る
決
泊
村
に
在
り
。
』
と
詑

」，
司
令
。

リ
ュ
ウ
ス
イ
グ
オ
ン

龍
睦
恵

穏

金

持附田
川削宗

天
徳
院
ご
代
の
住
持
。
市
山
老
人
と
川
町
す
る
。
加
到

の
人
。
幼
年
州
の
抑
制
恒
寺
に
印
刷
髪
し
、
途
に
続
方
し

て
務
所
の
哲
医
に
容
し
、山世
間
光
及
び
部
門
に
出
川

L
、

次
い
で
貨
問
悼
の
隠
一
苅
に
従
う
た
が
、川
叫
ん
百
一
辿
ぜ
ず
、

三
年
を
終
て
腕
入
し
な
か
っ
た
。

関
天
徳
院
席
を
空

し
う
し
た
の
で
、
入
っ
て
そ
の
一

一代
L
k
m
し
、
元
職

元
年
二
且
眼
目
寂
し
た
。

リ
ュ
ウ
セ
キ

諮
右

能
築
制
昔
列
の
倒
的
。
仰

は
鍛
問
。
諾
闘
に
行
脚
し
、
伊
勢
朝
熊
山
の
泌
凶
行

路
に
在
る
こ
と
六
年
。
後
間
凶
紡
邸
の
毘
に
妙
。
、

施
政
四
年
故
郷
に
邸
っ
て
ふ
る
さ
と
州
出
荷
編
九
、
ま

た
伊
勢
に
去
っ
た
。

リ
ュ
ウ
セ
ン
イ
ン
柳
泉
院

刑
制
的
側
制
見
に
在

っ
て
、
真
宗
取
振
に
邸
す
る
。
寺
記
に
川
田
安
元
年
初

咋
本
念
寺
の
宜
将
が
技
に
滋
院
し
た
に
初
る
と
あ

る
。
明
治
七
年
無
制
無
位
の
放
を
以
て
版
せ
ら
れ
、

十
二
年
一
見
に
本
念
寺
支
坊
と
改
携
し
た
。

所
で
あ
っ
た
が
、
後
に
大
破
し
た
の
で
、
元
文
三
年

金
制
聞
に
移
利
食
前
さ
れ
、
常
時
の
住
持
牧
胞
の
削
た

る
資
問
寺
十
三
代
金
相
即
売
描
を
仰
い
で
山
間
山
た
ら
し

め
た
。

桝
俗
こ
の
寺
を
狛
寺
と
い
ふ
は
、
四
代
大
信

の
時
、
夢
に

一
狛
の
死
ん
だ
こ
と
を
感
知
し
、
依
り

て
そ
の
む
倣
世
界
っ
た
に
起
。
、
前
後
多
〈
約
中
一
こ

こ
に
開
怨
す
る
も
の
あ
る
に
よ
る
。

リ
ュ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ

箆
松
寺

別
出
制
術
家
に
在

っ
て
、
民
宗
取
振
に
開
削
す
る
0

・
も
と
誼
お
で
あ
っ
た

が
、
明
治
十
二
年
六
月
守
蹴
の
公
棋
や
一
泊
さ
れ
た
。

リ
ュ
ウ
シ
ョ
ウ

y
ケ
イ

能
松
組
渓

山
洞
宗
の

品
川
。
初
め
永
光
寺
に
祭
山
印
刷
叫
に
怠
L
、
そ
の
命
に

よ
っ
て
明
的
紫
哲
の
法
そ
嗣
い
だ
。
加
到
の
制
越
放

生
寺
を
側
め
、
明
的
を
仰
ぎ
て
閉
山
と
し
、
出
松
を

し
て
二
代
に
何
ら
し
め
た
。

リ
ュ
ウ
ゼ
ン
ジ
立
婆
寺

臥
LF
却
浦
上
に
在
っ

て
、
民
宗
耐
別
減
に
邸
す
る
。

リ
ュ
ウ
ゾ
ウ
ジ
立
像
寺

金
抑
野
凶
寺
町
に
在

っ
て
、
妙
布
山
と
蹴

L
、
日
間
山
也
前
に
凶
す
る
。
一
大
正

中
日
治
之
を
河
原
町
に
仰
4
M
L
た
が
、
後
今
の
地
に

判
じ
た。

リ
ュ
ウ
ゾ
ウ
ジ
立
像

寺

能

尖
郡
小
松
波
川
に

在
つ
ザ
し
、
玉
仰
山
と
総

L
、
H
犯
宗
に
臨
し
た
。
医

長
三
年
円
成
之
府
側
4D
L
、
町出郎
防
夫
人
の
位
牌
守

安
む
し
た
が
、
明
治
の
米
拡
隠
滅
に
似
し
た。

リ
ュ
ウ
ゾ
ウ
ジ

龍
穏
寺

石

川

地
石
切
小
阪
の

内
に
あ
っ
た
。
白
山
富
市
川
政
都
中
記
録
に
、
文
明
六
年

イ
月

H
凹
日
小
限
山
出
版
寺
の
白
山
拝
殿
に
於
い
て

狩
野
伊
賀
入
泊
が
切
腹
し
た
こ
と
を
記
し
て
m
m
る。

リ
ュ
ウ
ダ
イ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン

前
大
明
神

臥

京

術

的
〈
今
の
制
随
〉
に
あ
っ

て
、今
は
郎
副脚
枇
と
椴
す
る
。

能
品
川
名
跡
芯
に
、
『
泊
村
は

松
川
の
上
=
一間出
に
あ
り

て
、
此
奥
山
よ
り
流
出
で
t
h

、
一
の
澗
・ご
の
揃
と
て

二
つ
あ
り
。
首
此
絢
に
大
蛇
住
み
て
人
を
取
的
ふ
。

大
穴
持
命
n
E
h
符
退
治
あ
っ
て
、
H
(叩
醐
そ
船
大
問
耐
と

い
ひ
て
、此
の
制
の
本
に
駐
あ
り
。
此
加
の
氏
刺
也
。

師
年
十
一

月
刊
八
日
時
以
峨
に
て
、
此
の

m
M叶に
刈
板

と
い
ひ
て
ゐ
り
。
此
石
上
に
射
の
魚
二
M
m
自
ら
上
り

て
、
死
し
て
作
ぴ
杭
"
O
L
也
。
是
を
取
り
て
食
へ
ば

樹
病
に
な
る
と
い
ひ
て
、
人
恐
れ
て
不
的
。
是
昔
の

人
御
供
の
代
の
生
投
也
と
い

へ
り。
』
と
犯
す
る
。

リ
ュ
ウ
タ
テ
イ
ン

例
法
院
出
山
税
引
錦
十
代

前
山
利
保
の
法
蹴
。
詳
し
〈
は
加
仰
院
中
世
間
耐
良
瑞
大

口付
L
L

。

E
-リ
ュ
ウ
ト
ウ

龍

燈

能
E
W
凶
の
所
々
の
社
寺
に

削
慨
が
揚
る
と
の
併
説
が
あ
る
。
従
永
一
川
年
十

一
且

羽
川
榔
大
都
寺
の
使
的
先
山
が
滞
の
寺
社
奉
行
に
射

す
る
答
巾
に
、『
大
前
寺
に
飽
阿川相制
。
候町師
、
金
制
山

リ
ュ
ウ
ド
ウ
ケ
ン

箭

洞

軒

羽
泊
部
分
校
に
そ

の
泊
剖
が
あ
る
。
那
谷
明
王
院

日
把
に
、
『
草
月
末

っ
か
た
分
校
凶
細
川
桁
へ
巾
む
し
け
る
。
さ
え
か

へ
り

時
間
ふ
る
訴
の
し
た
賂
札
町
人
こ
そ
悶
は
ね
君
お
も
ひ
や

れ
舘
依
。
』と
見
え
、
鎌
依
は
永
純
二
年
泌
化
し
た

人
で
あ
る。

リ
ュ
ウ
ト
ウ
ザ
キ
箭
燈
岬

山口一一ゥ
ト

胤
荒
川
附

前
抽
出
畑
出
務
の
東
方
な
る
帥
。

リ
ュ
ウ
ト
ヲ
イ
ン

筒
徳
院
日
山
務
主
第
六
代

前
川
利
奥
の
法
制
甑
。
詳
し
〈
は
槌
徳
院
天
滞
民
間
大

阪
士
。
リ
ュ
ウ
ト
歩
ジ

箭
徳
阜
一寸

金
持
六
斗
林
に
在
っ

て
、
選
越
山
と
卸
L
、
四
制
宗
に
凪
す
る
o
正
保
凶

作
十
想
加
の
凶
器
で
、
天
徳
院
ご
代
間
限
そ
閉
山
と
し

た
。
後

一
時
無
位
と
な
り
、
天
徳
院
一
坑
代
良
凶
刊
興

L
、
文
化
十
二
年
住
持
破
戒
の
叫
に
よ
っ
て
、
際
刑

に
両陛
せ
ら
れ
た
が
、
寺
川
町
は
掛制約
す
る
こ
と
を
得
た。

リ
ュ
ウ
ト
h
y
H
Y
7
チ

龍
徳
寺
町

金
川
仰
の
泊
町

名
O

一
兆
品
開
九
年
の
地
子
町
肝
煎
波
許
附
に
、
『
由市
昔

町
・尚
徳
寺
町
・長
凶
寺
町
』
と
飢
ベ
服
せ
て
あ
ろ
。

今
は
そ
の
名
紛
え
た
が
、
加
佑
寺
の
訓
話
そ
呼
ん
だ

の
で
あ
ら
う
。

リ
ュ
ウ
ト
ス
イ

龍
吐
水

加
賀
紛
で
火
災
の
際

消
防
に
惚
吐
水
を
用
ひ
る
こ
と
は
、
文
化
十
三
年
中
~

以
て
初
と
す
る
。
同
年
六
月
八
日
附
の
文
替
に、
『
火

m之
聞
大
家
に
耐
者
火
勢
高
く
、械
に
燃
付
倹
町
布
、

町
夫
水
待
共
防
方
不
行
届
出
闘
に
付
、
此
度
町
々
水
防
叫

な見位り管と
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